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1 下諏訪町における地域防災拠点の整備
平成23年度　～　平成27年度　（5年間） 下諏訪町

・住民１人あたりの地域防災活動拠点面積を0.0㎡/人（H22)から2.9.㎡/人（H27)に増加

（H23当初） （H25末） （H27末）
開設した地域防災拠点面積を人口で除する。

0.0㎡/人 1.5㎡/人 2.9㎡/人

・下諏訪町総合防災訓練の実施：1回

・自衛隊よる着陸訓練：1回

・消防防災航空隊による着陸訓練(夜間含)：4回

・警察航空隊による着陸訓練：2回

・ドクターヘリによる救急搬送：5回

・ゆとりと潤いのある公園利用

・下諏訪町人口数：21,395人（平成26年4月1日現在）

・開設面積：1.3ha

・中間実績値：0.6 (㎡/人) = 1.3 (ha) * 10,000 / 21,395 (人)

・目標値と実績値との増減：▲0.9 (㎡/人) = 0.6 (㎡/人) - 1.5 (㎡/人)

・中間達成度：40 (%) = 0.6 (㎡/人) / 1.5 (㎡/人)

・公園整備を行うための用地取得を先行したため。

・安心安全のまちづくりを進めるため、より一層重点的な取組を行う。

中間評価時における
要素事業の用地取得面積(ha)

中間評価時における
要素事業の整備着手面積(ha)
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○事業効果の発現状況

○評価指標の実現状況

内　要素事業の
用地取得予定面積(ha)

中間評価時における
要素事業の開設面積(ha)

○目標値と実績値に差が出た要因
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2,642 百万円

要素事業の全体面積
(ha)

5.1

― ―
Ｃ

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

2,642 百万円 ―

効果促進事業費の割合

社会資本総合整備計画　【中間評価】 平成26年5月1日

計画の期間

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

計画の名称
交付対象

下諏訪町は平成１４年に東海地震に係る地震防災対策強化地域に指定され、また平成１８年７月豪雨災害による激甚被害の発生等が契機となって地域住民の防災意識が高まり、自主防災会の組織率はほぼ１
００％が達成され毎年開催される下諏訪町防災訓練へも住民の主体的参加がされている。一方で、山地が多く平坦地が少ない当町の地形的条件から市街地区域（用途地域内）において避難地や防災拠点とし
て機能できる公共空地が限られ、日常の防災活動及び大規模災害発生時の対策活動の拠点の整備が必要である。

当初現況値
備考

計画の目標

○今後の方針
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最終目標値中間目標値
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○要素事業の進捗状況

全体事業費 Ａ



（参考図面）市街地整備

計画の名称 1 下諏訪町における地域防災拠点の整備

計画の期間 平成23年度　～　平成27年度　（5年間） 下諏訪町

避難所（都市公園）主 要 町 道

都 市 計 画 公 園 ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ(避難路）完成区間

交付対象
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1-A-1 都市公園事業（赤砂崎公園） 
 A=7.3ha 
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